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図10 漁獲管理規則案の下での親魚量と漁獲量の将来
予測（現状の漁獲圧は参考）
β=0.7、将来の加入を2002～2020年漁期の天然由来
の加入量水準を仮定したときの、低加入シナリオ（近
年の低加入が3年間継続した後、徐々に加入が好転す
る仮定）のもとでの将来予測結果を示す。
0.7Fmsyでの漁獲を継続した場合、平均値としては、
親魚量は2038年漁期に目標管理基準値案を上回り、
以後も増加傾向が続く。漁獲量も増加傾向が続くが、
MSYをやや下回る水準で推移する。

1 漁獲管理規則案に基づく将来予測
（β=0.7の場合）
現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1万回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。
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2022 12 23年 月 日公開

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

MSY 191トン

SBmsy 577トン

将来の親魚量（トン） 将来の漁獲量（トン）



2033年漁期に目標管理基準値案（577トン）を上回る確率
β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
1.0 464 390 330 277 264 267 271 308 337 349 364 371 373 0%
0.9 464 390 330 284 275 279 285 323 354 370 388 398 403 2%
0.8 464 390 330 292 286 294 300 340 375 395 416 430 438 5%
0.7 464 390 330 299 298 309 318 361 401 425 450 468 479 16%
0.5 464 390 330 315 325 347 365 418 470 505 539 566 584 59%

現状の漁獲圧 464 390 330 269 241 228 220 246 271 285 301 313 319 0%
2023～2033年漁期累積漁獲量

β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
1.0 190 117 93 73 70 75 84 100 107 111 118 121 123 1,075
0.9 190 117 85 70 68 74 83 96 103 107 114 117 120 1,035
0.8 190 117 76 66 65 72 80 91 98 102 108 112 116 987
0.7 190 117 68 61 62 68 76 85 92 97 102 106 110 927
0.5 190 117 49 49 51 57 64 70 77 82 86 90 94 769

現状の漁獲圧 190 117 102 91 86 88 95 101 107 113 116 121 126 1,145

トラフグ（日本海・東シナ海・瀬戸内海系群）⑥

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、将来の加入を2002～2020年漁期の天然由来の加入量水準を仮定
したときの低加入シナリオのもとで、βを0.5～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2018～2020年漁
期の平均：β＝1.10相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。2022年漁期の漁獲量は、予測され
る資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2023年漁期から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。β=0.7とし
た場合、2023年漁期の平均漁獲量は68トン、2033年漁期に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は16％と
予測される。また、β=0.5以下であれば、2033年漁期の親魚量は50%以上の確率で目標管理基準値案を上回
ると予測された。
※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

表1．将来の平均親魚量（トン）

表2．将来の平均漁獲量（トン）
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2033年漁期に目標管理基準値案（577トン）を上回る確率
β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
1.0 464 390 330 277 298 328 343 380 411 428 446 458 466 6%
0.9 464 390 330 284 310 344 363 406 443 464 486 502 511 24%
0.8 464 390 330 292 323 363 388 437 480 507 533 551 563 53%
0.7 464 390 330 299 336 384 416 473 523 556 586 608 623 67%
0.5 464 390 330 315 366 433 483 558 626 672 713 745 767 91%

現状の漁獲圧 464 390 330 269 273 289 298 333 364 382 400 412 419 1%
2023～2033年漁期累積漁獲量

β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033
1.0 190 118 99 85 98 113 126 134 141 147 151 156 160 1,410
0.9 190 118 90 81 95 109 120 128 136 142 146 151 156 1,354
0.8 190 118 81 76 89 102 113 122 130 136 141 145 150 1,286
0.7 190 118 72 70 83 95 106 114 122 129 133 138 143 1,204
0.5 190 118 52 56 66 76 86 94 102 108 113 117 122 993

現状の漁獲圧 190 118 108 106 108 116 127 135 143 149 153 158 163 1,467
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表3．種苗放流を継続した場合の将来の平均親魚量（トン）

表4．種苗放流を継続した場合の将来の平均漁獲量（トン）

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、人工種苗由来の加入を想定し、 βを0.5～1.0の範囲で変更した場
合と現状の漁獲圧（2018～2020年漁期の平均：β＝1.10相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量の推移を示
す。2022年漁期の漁獲量は、予測される資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2023年漁期から漁獲管理規則
案に基づく漁獲を開始する。β=0.7とした場合、2023年漁期の平均漁獲量は72トン、2033年漁期に親魚量が
目標管理基準値案を上回る確率は67％と予測される。また、β=0.8以下であれば、2033年漁期の親魚量は
50%以上の確率で目標管理基準値案を上回る。人工種苗由来の加入尾数は2016～2020年漁期の放流実績の平
均値（171.3万尾放流、添加効率0.031）の積（5.3万尾）とした。
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2033年漁期に目標管理基準値案（577トン）を上回る確率

将来の加入の想定 β
現状の
漁獲圧
との比

予測平均親魚量（トン） 予測平均漁獲量（トン）
5年後 10年後 管理開始年 5年後 10年後

（2028年漁期）（2033年漁期） （2023年漁期） （2028年漁期） （2033年漁期）

2002～2020年漁期の
天然由来の加入水準に
おける低加入シナリオ

1.0 0.91 308 373 93 100 123 0%
0.9 0.82 323 403 85 96 120 2%
0.8 0.72 340 438 76 91 116 5%
0.7 0.63 361 479 68 85 110 16%
0.5 0.45 418 584 49 70 94 59%

現状の漁獲圧 1.00 246 319 102 101 126 0%

上記に種苗放流を加算
（2016～2020年漁期
平均、171.3万尾放流、

添加効率0.031）

1.0 0.91 380 466 99 134 160 6%
0.9 0.82 406 511 90 128 156 24%
0.8 0.72 437 563 81 122 150 53%
0.7 0.63 473 623 72 114 143 67%
0.5 0.45 558 767 52 94 122 91%

現状の漁獲圧 1.00 333 419 108 135 163 1%
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漁獲管理規則案に基づく将来予測において、将来の加入の想定ごとの概要についてβを0.5～1.0の範囲で変更
した場合と現状の漁獲圧（2018～2020年漁期の平均：β＝1.10相当）の場合の平均親魚量と平均漁獲量を示
す。2022年漁期の漁獲量は、予測される資源量と現状の漁獲圧により仮定し、2023年漁期から漁獲管理規則
案に基づく漁獲を開始する。β=0.7とした場合、2033年漁期に親魚量が目標管理基準値案を上回る確率は、天
然由来の加入のみの場合は16％、放流を想定し人工種苗由来の加入尾数を2016～2020年漁期の放流実績の平
均値（171.3万尾放流、添加効率0.031）の積（5.3万尾）と仮定した場合は67％と予測される。また、2033
年漁期に親魚量が目標管理基準値案を50%以上の確率で上回るβは、天然由来による加入のみの場合0.5以下、
放流を考慮した場合は0.8以下である。

表5．将来の加入の想定ごとの将来予測結果

※ 表の値は今後の資源評価により更新される。
本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研
究機関会議において提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。
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2033年漁期に目標管理基準値案を上回る確率

シナリオ目標管理基準
値案（トン） β 現状の漁獲

圧との比 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

1B 577 0.7 0.63 464 390 330 299 298 309 318 361 401 425 450 468 479 16%
現状の漁獲圧 1.00 464 390 330 269 241 228 220 246 271 285 301 313 319 0%

1A_HS 682 0.8 0.62 464 390 330 311 286 275 279 289 306 330 361 394 426 15%
現状の漁獲圧 1.00 464 390 330 269 217 186 168 154 145 141 141 144 147 2%

1A_RI 339 0.8 1.25 464 390 338 273 224 210 217 232 252 273 297 318 335 42%
現状の漁獲圧 1.00 464 390 338 279 232 215 221 235 254 275 298 318 335 41%

2023～2033年漁期累積漁獲量

シナリオ MSY
（トン） β 現状の漁獲

圧との比 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

1B 191 0.7 0.63 190 117 68 61 62 68 76 85 92 97 102 106 110 927
現状の漁獲圧 1.00 190 117 102 91 86 88 95 101 107 113 116 121 126 1,145

1A_HS 145 0.8 0.62 190 116 52 49 48 47 48 51 54 59 64 70 76 616
現状の漁獲圧 1.00 190 116 97 81 70 62 57 54 53 53 54 55 58 694

1A_RI 166 0.8 1.25 190 110 100 87 82 84 89 96 104 112 119 125 131 1,129
現状の漁獲圧 1.00 190 110 95 84 81 82 87 94 101 108 115 121 126 1,093
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※表の値は今後の資源評価により更新される。

表6．将来の加入の仮定を変えた場合の将来の平均親魚量（トン）の比較

表7．将来の加入の仮定を変えた場合の将来の平均漁獲量（トン）の比較

将来予測において、低加入シナリオを仮定した場合（1B）、2002～2020年漁期の天然由来の加入量に対し
てホッケー・スティック型再生産関係を想定した場合（1A_HS）およびリッカー型再生産関係を想定した場
合（1A_RI）の各シナリオにおける平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。

今後も親魚量や加入量の推定精度向上に努めることとし、本系群の密度効果を適切に反映できる再生産関係が推定できた時点で、再
度研究機関会議においてMSY等管理基準値を更新し、公表することとする。
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2023～2033年漁期累積漁獲量

シナリオ MSY
（トン） β 現状の漁獲

圧との比 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

1B 191 0.7 0.63 190 118 72 70 83 95 106 114 122 129 133 138 143 1,204
現状の漁獲圧 1.00 190 118 108 106 108 116 127 135 143 149 153 158 163 1,467

1A_HS 145 0.8 0.62 190 117 55 57 61 67 75 82 91 99 107 114 121 928
現状の漁獲圧 1.00 190 117 103 96 92 92 94 97 103 109 116 123 130 1,154

1A_RI 166 0.8 1.25 190 111 106 102 104 113 123 134 145 154 162 168 173 1,484
現状の漁獲圧 1.00 190 111 102 99 102 110 120 130 140 148 155 161 165 1,433

2033年漁期に目標管理基準値案を上回る確率

シナリオ目標管理基準
値案（トン） β 現状の漁獲

圧との比 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

1B 577 0.7 0.63 464 390 330 299 336 384 416 473 523 556 586 608 623 67%
現状の漁獲圧 1.00 464 390 330 269 273 289 298 333 364 382 400 412 419 1%

1A_HS 682 0.8 0.62 464 390 330 311 325 359 394 435 484 535 586 633 675 38%
現状の漁獲圧 1.00 464 390 330 269 248 247 246 247 257 270 288 306 325 5%

1A_RI 339 0.8 1.25 464 390 338 273 255 270 294 323 354 384 413 434 450 70%
現状の漁獲圧 1.00 464 390 338 279 262 274 296 323 354 383 412 433 449 70%
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※表の値は今後の資源評価により更新される。
今後も親魚量や加入量の推定精度向上に努めることとし、本系群の密度効果を適切に反映できる再生産関係が推定できた時点で、
再度研究機関会議においてMSY等管理基準値を更新し、公表することとする。

表9．種苗放流を継続し、将来の加入の仮定を変えた場合の将来の平均漁獲量（トン）の比較

表8．種苗放流を継続し、将来の加入の仮定を変えた場合の将来の平均親魚量（トン）の比較

将来予測において種苗放流を考慮し、低加入シナリオを仮定した場合（1B）、2002～2020年漁期の天然由
来の加入量に対してホッケー・スティック型再生産関係を想定した場合（1A_HS）およびリッカー型再生産
関係を想定した場合（1A_RI）の各シナリオにおける平均親魚量と平均漁獲量の推移を示す。
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2033年漁期までの10年間に1度でも限界管理基準値案を下回る確率
2033年漁期に親魚量が目標管理基準値案（577トン）を上回る確率
2033年漁期に親魚量が限界管理基準値案（329トン）を上回る確率

漁獲管理規則 β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 カテ
ゴリ

基本ルール
0.9 464 390 330 284 310 344 363 406 443 464 486 502 511 0 99% 24% 100%
0.8 464 390 330 292 323 363 388 437 480 507 533 551 563 3 100% 53% 100%
0.7 464 390 330 299 336 384 416 473 523 556 586 608 623 3 100% 67% 100%

上限下限ルール
（±5%）

0.9 464 390 330 266 268 290 315 377 444 500 554 599 634 3 99% 65% 100%
0.8 464 390 330 266 268 290 317 382 454 515 574 624 664 3 100% 70% 100%
0.7 464 390 330 266 268 290 317 386 462 528 593 649 693 3 100% 74% 100%

上限下限ルール
（±10%）

0.9 464 390 330 271 283 318 349 412 472 513 547 569 578 0 99% 45% 100%
0.8 464 390 330 271 283 320 357 428 496 544 585 613 627 3 100% 64% 100%
0.7 464 390 330 271 283 320 361 438 514 570 619 654 675 3 100% 73% 100%

上限下限ルール
（±20%）

0.9 464 390 330 280 307 343 365 412 451 472 492 507 515 0 99% 25% 100%
0.8 464 390 330 280 311 355 386 442 490 517 540 558 569 3 100% 55% 100%
0.7 464 390 330 280 311 361 402 468 527 562 592 614 628 3 100% 69% 100%
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表10. 漁獲管理規則（上限下限ルール）を適用した場合の将来の平均親魚量（トン：現状の放流を継続）

カテゴリは、カテゴリ0（管理目標に適わない）、カテゴリ1（基本ルールよりもリスクが高いが、管理目標には適う）、カテゴリ
2（3の条件は満たさないが、管理目標に適い、かつ、基本ルールのリスク以下）、カテゴリ3（目標達成確率が50％以上かつ、よ
り保守的なβ=0.7のリスク以下）

現状の放流を想定した上で、MSYを目標とした各調整係数（β＝0.7～0.9）における基本的漁獲管理規則案
（基本ルール）に基づく管理において、漁獲量の前年漁期からの変動幅を制限する管理規則（上限下限ルー
ル）を適用した結果を示す。
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2023～2033年漁期累積漁獲量

漁獲管理規則 β 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

基本ルール
0.9 190 118 90 81 95 109 120 128 136 142 146 151 156 1,354
0.8 190 118 81 76 89 102 113 122 130 136 141 145 150 1,286
0.7 190 118 72 70 83 95 106 114 122 129 133 138 143 1,204

上限下限ルール
（±5%）

0.9 190 118 112 106 101 99 100 104 108 113 118 124 130 1,215
0.8 190 118 112 106 101 97 97 99 103 108 113 118 124 1,179
0.7 190 118 112 106 101 96 94 95 98 102 107 112 117 1,141

上限下限ルール
（±10%）

0.9 190 118 106 96 89 94 102 111 120 130 139 149 157 1,293
0.8 190 118 106 96 86 88 95 103 112 122 132 141 150 1,231
0.7 190 118 106 96 86 83 89 96 105 114 123 132 140 1,169

上限下限ルール
（±20%）

0.9 190 118 94 80 92 105 117 127 137 143 148 152 157 1,352
0.8 190 118 94 75 83 97 109 119 130 137 142 147 151 1,285
0.7 190 118 94 75 76 87 99 110 120 129 135 139 144 1,209

表11. 漁獲管理規則（上限下限ルール）を適用した場合の将来の平均漁獲量（トン：現状の放流を継続）

現状の放流を想定した上で、 MSYを目標とした各調整係数（β＝0.7～0.9）における基本的漁獲管理規則案
（基本ルール）に基づく管理において、漁獲量の前年漁期からの変動幅を制限する管理規則（上限下限ルー
ル）を適用した結果を示す。
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